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活動地域：市内全域

活動内容：移住者目線による移住交流支援

活動期間：2024年4月～2025年3月



◆地域おこし協力隊活動内容

・移住交流相談員として移住相談者への適切な情報提供

・先輩移住者と交流を持ちつつ、移住を推進する活動の中で見える

佐久市の課題について、課題解決に向けた適切な施策立案の

ための助言
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今年度の活動
各種セミナー参加（2024年4月から2025年3月まで）

・5.18 個別相談会 @銀座NAGANO （市主催）

・7.6 個別相談会 @銀座NAGANO （市主催）

・7.13 信州で暮らす働くフェア ＠東京交通会館（県主催）
・8.23 楽園信州オンライン移住セミナー（県主催）
・8.31 個別相談会 @銀座NAGANO （市主催）

・9.21,22 ふるさと回帰フェア ＠国際フォーラム（ふるさと回帰支援センター主催）
・10.26 佐久地域合同移住相談会 ＠東京駅前（佐久地域振興局・佐久地域定住自立圏主催）

・11.23 個別相談会 @銀座NAGANO （市主催）

・12.7   駅ナカ個別移住相談会＠佐久平駅（市主催）
・1.11   駅ナカ個別移住相談会＠佐久平駅（市主催）
・1.18 北陸新幹線沿線5県合同移住フェア ＠東京交通会館（県主催）
・1.25 個別相談会 @銀座NAGANO （市主催）

・2.16 先輩移住者に聞こう！佐久市移住セミナー＠大宮 （市主催）

月に1回ペースでセミナー参加 その他窓口、オンラインにて随時個別相談

全13回
相談会・セミナーに

参加



個別相談会（計6回開催）・オンライン移住相談

市主催

R5年度 39組参加

R5年度 計4回開催 51組81名参加

R6年度 計6回開催 62組113名参加

R6年度 51組参加（2/28時点）



佐久地域7市町村合同移住セミナー ＠東京駅前信州で暮らす働くフェア

市以外の主催

ふるさと回帰フェア

地域振興局・定住自立圏合同

43組80名参加

22組39名参加
（佐久市ブース）

※全体の参加組数は33組

1日目：31組61名参加
2日目：34組59名参加

20組32名参加

11組80名参加

外部主催全体
R5年度92組参加 →R6年度161組参加

昨年対比で
69組増加！



移住者交流会の開催

6.8（土）、3.15（土）に開催

6月8日（土）移住者交流会
【参加者】

19名参加（うち30代6名、40代3名、50代7名、60以上3名）

【内容】

座談会

3月15日（土）子育て世代向け移住者交流会
【参加者】

15名参加予定（30代13名、40代1名、50代1名）

【内容】

座談会

15名が申込開始から
3日で満席！



駅ナカ個別相談会＠佐久平駅の開催

佐久市内での個別相談会を土日に開催。
12月開催時は7組の申込あり。1月は3連休初日での開催だったため、
予約数は伸びなかった。
一定数ニーズはあると思われるので今後も定期的に開催したい。

12.7 4組9名参加（うち1組オンライン）

1.11 1組2名参加（オンライン）



先輩移住者に聞こう！佐久市移住セミナー＠大宮

先輩移住者4名による登壇形式でセミナーを開催。
子育て、二地域居住、リモートワークなどについてお話いただいた。
また、セミナー後には希望者のみ個別相談会を開催。
想定よりも予約が伸びなかったのは開催地（大宮）が影響したと
思われるので次年度は都内で開催したい。

18組36名参加



空き家バンク・SNS関係

Instagram

X（旧Twitter）

Facebook
リモート市役所

旧空き家バンクHP

新空き家バンクHP

空き家バンクHPの更新、SNS（Instagram、X、Facebook）、
リモート市役所等で移住情報やイベントの告知などを行った。
空き家バンクHPに関しては、2月末より新HPへ移行。



◆移住者に対する定住に向けてのフォロー

→知り合いや友人が作りにくい、どこに行ったらつながりを作ることが
できるのかわからない…という方も未だに多い。

【対策】

⚫移住相談の段階から情報を発信する

⚫移住者と地元の方が繋がれる場やコミュニティを形成できる場所を把握する。

⚫移住者交流会の開催数を増やす

⚫交流会等イベントの案内の周知方法を増やす（現状はHPやSNS、LINE、補助金
利用者への郵送等のみ）

活動を通して課題に感じたこと



協力隊としての活動を通して

地域おこし協力隊として3年目を迎えました。
縁もゆかりもない佐久市で移住相談員の仕事をするということで、着任したばかりの頃は
本当に私に務まるのだろうかと不安になることも多々ありましたが、職員の皆さんや地域の方々の
ご協力もあり、なんとかここまでやってくることが出来ました。

残り約2か月の任期となりましたが、引き続き移住を検討されている方や移住をされた方への
フォローをしっかり行っていきたいと思います。

協力隊としては5月末をもって退任となりますが、今後も初めて佐久市を知る方やもっと佐久市のこ
とを知りたい方に、魅力だけでなく正直に佐久市のことをお伝えして、佐久市への移住者やファンが
増えるよう、力になっていきたいと思います。

引き続きよろしくお願いいたします。


